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研究成果の概要（和文）：本研究では、人が移住をするに至る心理的なプロセスを解明すべく、日本本島から沖縄県へ
の移住者にインタビュー調査・アンケート調査を実施した。移住者に対する調査の結果、移住の動機には「ビジネス・
勉強型」（仕事や進学のため）、「同伴型」（移住する家族と一緒に）、「逃避型」（ネガティブな出来事から逃れる
ため）、「療養・セカンドライフ型」（病気の療養などのため）の4パターンが主に見いだされた。このパターンと沖
縄への適応状態の関連について分析した結果、「ビジネス・勉強型」のような具体的な目的を持って移住をした人はむ
しろ、移住後しばらくして深刻な不適応状態を経験する傾向があることなどが明らかにされた。

研究成果の概要（英文）：     Recently, Okinawa (Ryukyus), the southernmost prefecture of Japan, has become
 one of the country's most popular transmigration and tourist sites. This study investigates the motivatio
ns of Japanese emigrants to Okinawa and the relationship between their motivations and their adjustment to
 Okinawa. Participants were 26 interviewees and 412 online questionnaire respondents.
     Based on the results of the surveys and interviews, participants'motivations for moving were categori
zed into four main groups: a) migration for business or study, b) migration to accompany someone else, c) 
migration to escape, and d) migration after retirement. These patterns are plotted on two axes, wherein mi
gration is either voluntary or involuntary and the purpose of migration is either concrete or abstract. Th
e results also suggested that emigrants with concrete objectives tend to experience poorer adjustment afte
r immigration to Okinawa than those who moved for abstract reasons.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
移動や移住に伴う心的なプロセスに関する

研究は、主に異文化間心理学の分野において、
移民や留学生、海外勤務者などの「文化移動
者(cultural traveler)」を対象として蓄積
されてきた(Berry, 1989,2001 など)。ここで
扱われる「移動」の多くは国際移動・移住を
指しているが、現実には、国境を越えない国
内移動・移住が圧倒的に多い。世界的にみて
も、国内移住の件数は国際移住の 4 倍以上で
あるとされる(人間開発報告書,2009)。国内
のコミュニティ間の移動は、国際的な移動に
比べて、一般的かつ日常的な現象であると言
えるだろう。 

わが国においては近年、沖縄県への国内移
住が注目を集めている。沖縄県は美しい海、
一年を通して温暖な気候、のんびりした人々
などのイメージを強みに、観光地としてだけ
でなく移住先としても人気が高い。国内移住
は、移動の容易さ・言語の障壁が少なさなど、
物理的なコストが比較的低いと考えられる。
だが、新しい環境で人間関係をうまく築けな
いことや、生活パターンの変化への戸惑いな
ど、国内のコミュニティ移動に伴う心理的コ
ストは僅少ではないことは明らかである。た
とえば昨今の「スローライフ」ブームにより、
都市部から理想郷のようなイメージを持っ
て沖縄へ移住した人々が、来沖後に数々の困
難を経験し、結局は短期間で沖縄を去ってい
くというケースも散見される。 

また、移住者の移動先の地域には、「地元
出身者」が少なからず存在する。ある土地に
長く住む個人にとって、その土地やコミュニ
ティへの帰属意識は、社会的アイデンティテ
ィを形作る主要な要素となる。地元出身者の
幸福感にとって、移住者という「異文化」を
内包したコミュニティが良好な形で継続し
ていくことは重要であると考えられる。地域
コミュニティとしても、異文化をうまく受け
いれ発展していくことは、少子高齢化が加速
する現状において喫緊の課題であろう。 

このように、国内移動に伴う移住者・地元
出身者の異文化間接触やそこで生じる葛藤
について検討することは、理論的にも応用的
にも重要である。にもかかわらず、心理学的
な観点からこのテーマに挑んだ研究は少な
い。また、沖縄というフィールドに着目して
みても、「沖縄から」本土や海外への移住や
移民の研究は複数あるものの、「沖縄へ」の
移住については心理学的な研究知見が殆ど
見当たらない。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、日本国内における地域コミュニ
ティ間での人の移動に着目し、移住者・地元
出身者の両立場の異文化適応と、円滑な関係
性の構築を目指すものである。研究のフィー
ルドは沖縄県（沖縄本島）とし、日本国内か
ら沖縄県への移住を中心に扱うこととする。
沖縄県は、その歴史的な背景から特殊な文化

や慣習が多く存在するため、国内における異
文化間接触の好例であると言える。また、は
っきり公表された数値は存在しないが、マス
メディアの影響もあり、沖縄県への移住は国
内で人気が高まっており、国内移動・移住の
フィールドとしては最適であると考えられ
る。 

ここで主に明らかにしたいことは、(1)移
住者の移住動機パターンの解明、(2) 移住者
の移住動機パターンと適応レベルとの関係
性の検討、(3)地元出身者の心理的特性が移
住者受けいれ態度に及ぼす影響の検討であ
る。このうち、研究期間内は特に(1)(2)の移
住者に対する検討を中心に行った。 
 
(1)移住者の移住動機パターンの解明 
国内移住に関しては研究が少ないため、そも
そもどのような理由から移住するのかとい
う実態的な側面も把握できていない。そこで、
まずは移住者に綿密な聞き取りを行うこと
によって、沖縄への移住動機を精査し、その
パターンを質的に導き出し、類型化を試みる。 
 
(2)移住者の移住動機パターンと適応レベル
との関係性の検討 
ここでは、(1)で見いだされた沖縄への移住
動機のパターンを数量的な調査によって確
かめる。その上で、移住動機のパターンと、
異文化適応レベルとの関連性を検討する。 
 
(3)地元出身者の心理的特性が移住者受けい
れ態度に及ぼす影響 
沖縄県出身者の、県外からの移住者や観光客
など「ないちゃー(方言で「内地の人」)」に
対する態度(異文化受けいれ態度)を測定す
る。また、共感力などの個人特性を測定し、
異文化受けいれ態度への影響を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)沖縄移住者の移住動機に関する探索的研
究 
①調査の主目的 
沖縄移住者に対して綿密な聞き取りを行う
ことにより、沖縄への移住にいたった動機に
関するエピソードを収集し、類型化する。 
 
②調査方法 
現在沖縄県内に居住する県外からの移住者
に対して、半構造化面接による聞き取り調査
を実施した。面接を実施する上で、心理学的
な面接調査のスキルのほかに、沖縄県独自の
慣習や言語表現などへの知識が必要とされ
るため、現在県内に在住する調査員 3名（研
究者、大学院生を含む）に面接を依頼した。
1 回の面接時間は、1時間～2 時間程度であっ
た。 
 
③調査協力者 
スノーボール・サンプリング形式で県外出身
の沖縄在住者を募り、21 歳～66 歳の成人 26



名（男性 20名/女性 6名：平均年齢 33.46 歳, 
SD=10.87）から調査の承諾を得た。沖縄での
平均居住年数は 6.08 年(SD=3.85)であった。 
 
④調査項目 
沖縄移住のきっかけや動機、来沖前・来沖直
後・現在の沖縄イメージなどについて尋ねた。
なお、時系列に沿った感情状態を把握するた
め、沖縄移住前後(過去)、現在、将来を横軸
にとった感情曲線を描かせ、波形の起伏の大
きい箇所のライフ・イベントを中心に聞き取
りを行った。 
 
(2)沖縄移住者の移住動機に関する量的研究 
①調査の主目的 
研究（1）に引き続き移住動機のエピソード
を収集し、(1)の結果を踏まえて類型化を完
成させた上で、他の心理的変数（適応状態な
ど）との関連性について分析を行う。 
 
②調査方法 
調査項目を作成後、（株）マクロミル社に委
託し、Web 調査の形式でデータの配布・回収
を行った。まずは事前調査によって、沖縄県
内在住のアンケートモニターの中から沖縄
県外出身者をスクリーニングした後、本調査
の項目に回答させる形式を採った。 
 
③調査協力者 
県外からの移住者 412 名(男性 201 名、女性
211 名、平均年齢 42.7 歳(SD＝11.1))から回
答を得た。平均居住年数は 9.68(SD=9.17)年
であった。 
 
④調査項目 
移住動機－「沖縄に移住したきっかけは何で
すか(自由記述)」、移住の自発性－「どちら
かと言えば自分の意志で決めた」・「どちらか
と言えば自分では決めていない」の 2者択一、
適応－「全般的に、私は沖縄の社会や文化に
適応できている」などについて 5件法で回答
を求めた。 
 
４．研究成果 
 (1)移住者の移住動機に関する探索的研究 
①移住前の沖縄イメージ 

移住動機を分析する上で、移住先の場所の
要因・特徴（この場合、沖縄）にも考慮する
ため、移住前の沖縄イメージについて聞き取
りを行った。以下に「来沖前のイメージはど
のようなものでしたか」という質問への回答
をまとめた(表 1参照)。 
 肯定的な回答としては、「南国・楽園(4)」、
「青い海」などの沖縄の自然について、ある
いは「人があたたかい」「のんびりしている」
などの沖縄県民について形容した回答がみ
られた。否定的なものには、「米軍基地」「戦
争」「米兵」などの戦争や基地問題に関する
回答が主であった。肯定的なイメージは沖縄
移住の要因になりやすいと考えられるが、

「自らの目で見て基地問題を理解したい」な
どの、否定的イメージが移住のきっかけにな
るケースも複数みられた。 
 
表 1:来沖前の沖縄イメージ 

※（）内は出現数 
 
②移住動機のパターン 
面接調査で得られた 26名の感情曲線の波形

と聞き取り内容をもとに分類した結果、移住
動機には主に「ビジネス・勉強型」「同伴型」
「逃避型」「療養・セカンドライフ型」の 4
パターンがみられることが明らかとなった。
図 1 は、沖縄移住が「自発的－非自発的」、
沖縄移住の目的が「具体的－抽象的」の 2軸
を基準に移住動機パターンを図解化したも
のである。類型化や軸の基準としては、
Furnham & Bochner (1980)の国際移住の類型
を参考にした。 
たとえば「逃避型」は、沖縄移住を自発的

に決めているものの、その目的は「（悪いこ
と）から逃れるため」と抽象的であると捉え
られる。これに対し、「ビジネス・勉強型」
は沖縄移住が自発的で、目的も「○○を勉強
するため」「沖縄で起業するため」などとよ
り具体的であると解釈できる。 

図 1:移住動機の布置図 
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③個別事例の分析 
 次に、調査協力者の個別の事例を詳細にみ
ていく。ここでは、2 つの典型的事例をとり
あげる。 
 

【事例 1：ビジネス・勉強型】 
A 氏(20代女性/単身/会社員/来沖～5ヶ月) 
･･･基地問題に関心があり、沖縄で就職する
ことに。沖縄の人はすごく心がきれいなイメ
ージがあった。最初は、何でも親切に教えて
くれて、沖縄の人は温かいと思った。就職後
は、仕事が楽しかった。ところがある日、職
場の人に「友達を作りたいなら、方言をやめ
たら？」と言われ、泣いて帰る。辞職しよう
と思った･･･いったん帰郷し、気にしないよ
うに割り切った･･･だが、その後も仕事で、
本土（沖縄で日常的に用いられる語で、沖縄
県以外の日本本島を指す。「内地」もほぼ同
義）出身という理由で嫌な思いを度々す
る･･･よく話す友人は、本土出身の人が多い。
地元には、毎月帰りたいと思う･･･最初はず
っと沖縄にいるつもりで来たが、最近は帰ろ
うと思うことが増えた･･･（図 2参照） 

図 2:来沖前後の感情曲線(A 氏) 
 

【事例 2：逃避型】 
B 氏(30代男性/配偶者あり/無職・学生/来沖
～10年) 
･･･失恋後に仕事を辞め、気分転換に来沖。
短期間の予定でゲストハウスで働くが、その
まま滞在することに。毎日が新鮮で楽しく、
失恋の痛みはすぐに解消された。帰る理由も
なく、沖縄で就職･･･仕事でナイチャーを嫌
う客に出会い、苦労を経験･･･来沖 3 年目以
降、日々の変化は感じなくなる。一方で、沖
縄の知り合いとの深いつきあいも増え、馴染
んできたと感じる･･･仕事がきつくて退職し、
そろそろ内地に帰ろうと考えたが、ちょうど
別の職場に採用され、その間に内地出身・沖
縄好きの女性と出会い結婚。幸せなほうでは
あるが、仕事の内容には興味が持てず、未来
に対してぼんやりと不安はある。現在は仕事
を辞め、資格取得のため勉強中。もっとウチ
ナーンチュに近づきたい。人間関係は沖縄が
中心で、沖縄が自分の拠点。老後までずっと
沖縄にいたいと思う･･･（図 3参照） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
以上のような事例をもとに、移住動機のパタ
ーンと適応過程を質的に検討した結果、「ビ
ジネス・勉強型」のように、明確な目的を伴
って移住した者ほど感情曲線の激しい起伏
がみられた。そして、移住からしばらく後に、
理想と現実のギャップから、深刻な不適応状
態を経験する傾向があることなどが明らか
にされた。これに対し「逃避型」では、来沖
前にネガティブな出来事を経験しているた
め、来沖後にかけて徐々に幸福感が高まる。
その後も波はあるものの、来沖前より幸福感
が低下することはなく、現在の生活への満足
度も比較的高い。すなわち、ネガティブなこ
とから「逃避」し、「リセット」する目的は
成功していると言える。ただし、「逃避」し
たものの沖縄に適応できず、日本本土へ帰っ
てしまうケースも考えられるため、この傾向
は現沖縄居住者に限定される可能性がある。 
 
(2)移住者の移住動機パターンと適応レベル
との関係性の検討 
①移住動機の分類 
 (1)の移住動機の類型を裏付けるため、「沖
縄に移住したきっかけは何ですか」に対する
自由回答データを KJ 法による分類手法を用
いて質的なカテゴリー化を行った。なお、(1)
の結果から、自発的な移住－非自発的移住を
区別して捉える必要があると考えられた。そ
こで、自発的な移住動機（263 コメント）と
非自発的な移住動機（149 コメント）それぞ
れについて、2～3名の大学院生が分類作業を
行った。 

自発的な移住動機を分類した結果、(1)の
結果と同様、仕事や進学など「ビジネス・勉
強型」、結婚や家族・パートナーの都合など
「同伴・随行型」、現状からの逃避の「逃避
型」が見いだされた。また、東日本大震災や
原発事故からの避難のための移住も存在し、
「逃避型」に含められた。このほか、病気の
療養や、定年退職後の楽しみとして移住する
「療養・セカンドライフ型」、趣味や過去の
旅行経験など個人的な趣味や志向から移住
する「個人志向型」、さらに暮らしやすさ温
暖な気候など、日常生活における環境を重視
する「生活環境型」もみられた。一方、非自
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図 3:来沖前後の感情曲線（B 氏） 



発的な移住動機については、「ビジネス・勉
強型」、「同伴・随行型」、「逃避型(震災避難
として)」の 3 パターンのみが認められた。
非自発的移住は、配偶者や両親の都合などに
よって沖縄へ引っ越すなどの「同伴・随行型」
が 43%と大多数であった(図 4参照)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4:移住動機の種類・割合 
（グラフ上の数字はコメント件数） 

 
 
②移住動機のパターンが適応レベルに及ぼ
す影響 

全般的な傾向を探るために、移住動機の自
発性（自発的移住／非自発的移住）と適応レ
ベルの違いを検討した。t 検定の結果、自発
的 (3.50(SD ＝ .83)) と 非 自 発 的 (3.24(SD
＝.89))では有意差が認められ、自発的移住
で適応レベルが高かった (t(410)=2.97,p 
<.01)（図 5 参照）。 

 
図 5：自発的移住者・非自発的移住者の適応
感の平均値 
 
以上の結果より、移動の自発性は移住先での
適応レベルに影響することが示された。しか
し、自発的移住と非自発的移住では、適応の
プロセスや適応に影響する要因が異なる可
能性があるため、引き続き詳細な検討が必要
である。 
 

＜国内外における位置づけとインパクト＞ 
人が移動（移住）するもっとも大きな理由

は、経済的理由（より高い所得水準やよりよ
い雇用機会に獲得）にもとづく生活の向上へ
の期待であると言われる（渡戸, 2010）。例
えばそれは、地方から都市への移住であった
り、戦前・戦後の日本が貧しい時代における
海外移住であったりした。だが、失業率の高
さなどを考えると、沖縄への移住は経済的理
由とは別の要因に引き起こされる可能性が
高い。本研究で見いだされた移住動機のうち、
「逃避型」や「個人志向型」、「生活環境型」
などが新しいパターンに該当すると考えら
れる。 

近年、このように新しい生活環境を求めて
移住する人々は「ライフスタイル移民」（須
藤, 2010）「文化移民」「自分探しの移民（若
者について）」(渡戸, 2010)などと呼ばれて
社会学的に論じられることがある。交通の発
達によって移住の選択肢が広がった現在、こ
の新しい形の移住は、将来的には移住の中で
主要な割合を占めるようになるとも予想さ
れる。心理学的にこの種の移住を扱った研究
は現状あまり存在しないが、よりよい生活環
境を志向して移動する行為には、まさに心理
学的な要素が影響していると考えられる。本
研究の成果により、ライフスタイル移民の心
理学的な素因の解明につながることが期待
される。そして、移動によって環境を変化さ
せる行為について検討することは、個人の幸
福や適応に関する研究に貢献できると考え
られる。 

さらに、移住者と地元出身者との異文化間
接触を研究し、両者の関係性の向上に応用さ
せることができれば、コミュニティの発展に
つながる実践的な価値もある。 

従来、日本人と移動（移住）は、あまり馴
染みのないものであると考えられてきたた
め、移動する日本人（日本人の移民）に関す
る研究は乏しいと言わざるを得ない。ライフ
スタイル移民も含めて、日本人の国内移住・
国際移住について異文化間心理学的に検討
することは、国内外の移民についての心理学
的研究を進展させることにつながるだろう。 
 
＜今後の展望＞ 
 本研究は移住者の移住動機を探索するこ
とに焦点をあてた。今後は、地元出身者の移
住者への態度を中心に検討する調査を実施
する予定であり、移住者・地元出身者の双方
向的な立場から解釈を進める。同時に、沖縄
移住と異文化適応に関する経験的データも
さらに蓄積していく必要がある。 

なお本研究では、移住者として沖縄県に現
在住んでいる県外出身者を対象としたため、
沖縄に適応できずに本土へ帰ってしまった
ケースが含まれていないという限界がある。
県外移住者のネットワークを頼りに、今後は
沖縄－本土の Uターン移住者の事例を検討す
ることも重要であろう。 
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